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２学期最初の日 朝の会 横田栄養教諭最後の授業 4年福祉体験学習

＜９月から新しい職員が赴任いたしましたので、紹介いたします＞
○通級指導教室担任

きらきらの坂本東小の子供たちに迎えられました。「みんなちがっ
て、みんないい」を合い言葉に、がんばります。

○栄養職員
坂本東小学校の子供たち、笑顔で声をかけてくれて、私も自然と笑

顔になれます。おいしい給食を届けられるようにがんばります。
○第２学年担当

かわいい子供たちに囲まれ、元気をもらっています。少しでも子供
たちの学習の役に立てるようがんばります。

進んであいさつができる、坂本東っ子に！
校 長

彼岸が過ぎ、ようやく過ごしやすい気候となりました。今月は、
宿泊学習、校外学習、ゲストティーチャーを招いての授業など、各
学年で様々な教育活動が予定されていて、子供たちも楽しみにして
います。

さて、今回は正門近くで立哨指導をしていて感じることをお話しします。自分からあ
いさつしてくる子、こちらから声をかけるとあいさつを返す子、恥ずかしそうに通り過
ぎていく子、色々な子供たちの表情を見ながら「もう少し・・・。」と毎朝、声をかけ
てきました。
１学期の学校評価アンケートでは、保護者の皆様から「子供たちは進んであいさつが
できている」の項目ではあまりよい評価をいただけませんでした。また、立哨当番や地
域の見守りの方々にも「もう少し元気に、自分からあいさつしてくれると嬉しいですね。」
との言葉をいただきました。
このことから、本校の課題として「自分から進んであいさつができる学校」を掲げた
いと思います。先日行われた創立記念集会では、「自分たちを支えてくれている人に感
謝の気持ちを伝えるために、簡単ですぐにできることは何だろう？」「周囲の人と仲よ
くなるために、どんなふうにあいさつしたらいいだろう？」と問いかけてみました。す
ると「あいさつ」「心を込めて」という言葉が返ってきました。そして、次の日から少
しずつ、自分からあいさつする子が増え、返ってくる声も大きくなったと感じています。
あいさつはコミュニケーションの「はじめの一歩」であり、人と人とのつながりはあ
いさつから始まると言えるでしょう。今後も進んで、心を込めて、あいさつできる坂本
東っ子を増やし、この地域をあいさつでいっぱいの地域にしていきたいと思います。
ぜひ、ご家庭でもあいさつについて考え、明るく元気なあいさつで子供たちを送り出
してください。また、保護者・地域の皆様には、今後、子供たちのあいさつについて、
情報やご意見を頂戴できると幸いです。よろしくお願いします。


